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八重雲の里 
～相原精次先生を偲んで～ 
1978 年(昭和 53 年)4 月から 1988 年(昭和 63 年)3

月まで、国語科で主に古典の教鞭を取られていた相原精

次先生が、昨年 12 月 8 日にご病気のため 83 歳でご逝

去されました。表題の「八重雲の里」は、先生が教鞭を取ら

れながら作家活動を始めた際に自費出版された短編集の

タイトルであり、そこに収められた同名の小説の中で

「神々の住むところ」として記されており、先生の墓碑にも

刻まれているとのこと。 

今回は、相原先生が金井高校に赴任されて最初に学級担

任を務められた５期生の、３年次のクラスの方に先生の思

い出についてエピソードを交えてご紹介いただきました。 
 

私たちは 1982 年(昭和 57 年)３月に卒業した 5 期生

で、相原先生は最終学年の３年 12 組の担任でした。 

先生の授業で思い出されるのは、枕草子や源氏物語な

どを新たに授業で取り上げる際には必ず「それではみん

なで一緒に声を出して読みましょう。いち、にのさん、は

い！」と全員で読まされたことです。源氏物語の冒頭

「いづれの御時にか、女御、更衣あまたさぶらひたまひ

けるなかに、いとやむごとなき際にはあらぬが…」と先

生の低音ボイスでモノマネをして、いつの間にか覚えて

しまっていたのは、もしかしたら先生の思惑通りだった

のかもしれません。また、先生がどなたか同僚の先生宅

で飲んだ際、したたかお酒が回った先生が、墨汁と筆を

借りて、そのお宅の障子だか襖だかに思いっきり字を書

いてしまったという武勇伝（？）を話されて、クラスが笑

いに包まれたことも記憶に残っています。 

 

卒業後は先生とも疎遠となっていましたが、いつだった

か、５期生の有志で旭区の大池公園でＢＢＱをした際、

お声掛けしたら気軽にいらしていただいてお酒を飲み

ながら歓談させていただいた、というようなこともあり

ました。 

2012 年(平成 24 年)10 月には、卒業から 30 年経っ

て初めてクラス会を開きました。当時は今のようにＳＮＳ

も浸透しておらず、同窓会事務局からいただいた名簿

を頼りに「往復はがき」を出しましたが、ほとんど宛先不

明で戻ってきてしまいました。それでも都合がついた11

名で、相原先生を囲んで楽しいひと時を過ごさせてい

ただきました。その際には、先生は古墳に関する本を執

筆中だとお話しされていました。 

 

そして、私たちも 2023

年度には還暦を迎えまし

たが、ＬＩＮＥ等を駆使して

だいぶ連絡がつくように

な っ た こ と も あ り 、

2025 年５月に９名で遅

ればせながら「還暦」クラ

ス会を開催することがで

きました。 

その際、相原先生から

「自分が生涯何をやってきたのか、ぜひみんなに話をし

たいので１時間くれないか」とお話があり、今まで執筆

された著書とレジュメを用意され、『日本古代史「２つの

80 年」に思うこと創られ、消された古代史三点「日本書

紀」「魏志倭人伝」「古墳」』をテーマに講義をしていただ

きました。今思えばこれが最後の「授業」となりました。 

終了後の会食の際には、低音の良く通る声で得意の「詩

吟」も披露していただき、旧交を温めることができまし

た。 

 
【写真】”授業”の様子 
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【写真左】“授業”のレジュメ【写真右】”授業”をされる相原先生 

 

 
【写真】相原先生を囲んで 

 

金井高校生および卒業生の皆さま。ご関心があれば先

生のお名前を検索してみてください。先生の経歴と歴

史作家として執筆されたたくさんの本が出てきます。ご

興味のある方は、ぜひお手に取ってみてください。図書

館の蔵書となっていることもあるようです。 
 

ありがとうございました。 

相原先生のお人柄が偲ばれますね。 

会長の森も３年次に相原先生の授業を受けていました。

「現代文」でしたので、源氏物語ではなく島崎藤村の「千曲

川旅情の歌」でしたが、やはり同じように声を出して読む

場面がありました。そのため、やはり「小諸なる古城のほ

とり…」で始まる冒頭は今でも暗唱することができ、実際

に小諸城址(懐古園)に行った際、その景色を見て感慨深

く感じたことを思い出しました。 

「金井高校新聞縮刷版（1995 年発行）」に相原先生が初め

ての著書『文覚上人一代記』を出された際の記事を見つけ

ましたので、先生の著書リストと合わせて、参考のため掲

載させていただきます。 
 

「金井高新聞第８号（1985(昭和 60)年 10 月 17 日発行）」

での、相原先生の出版に関する記事 

 

 

相原精次 1942 年生まれ。 

主要著書に『文覚上人一代記』（青蛙房）／『かながわ

の滝』（神奈川新聞社）、以下彩流社『みちのく伝承』

／『文覚上人の軌跡』／『かながわの酒』／『鎌倉史の

謎』／『神奈川の古墳散歩』／『天平の母 天平の子』

／『増補改訂版 関東古墳散歩 』／『東北古墳探訪』

『平城京への道 天平文化をつくった人々』／『古墳

が語る古代史の「虚」 呪縛された歴史学』『千曲川古

墳散歩 古墳文化の伝播をたどる』 がある。 

（“国立国会図書館サーチ”より抜粋） 

 

※注：記事中の画像は、写っている皆さん、及び相原先生

の奥様の許諾を得て使用しています。 


